
『
「
士
そ
の
他
の
寄
宿
所
で
、
長
屋
廷
に
な
っ
て
ゐ
た
。

里
箇
貸
昆
と
も
い
ふ
。

一

オ
コ
ヤ

御

小

屋

滞
が
貧
民
を
牧
容
扶
持
す
る

一
勾
、
石
川
郎
笠
舞
村
に
設
け
た
非
人
小
岡
田
を
略
し
て
、

mに
御
小
屋
と
も
い
う
た
o

J
ヒ
ニ
ン
ゴ
ヤ
非
人

ト
展
。
オ
コ
ヤ
ザ
カ

御
小
屋
援

金制仰
小
骨
北
野
勉
坂
の

中
科
か
ら
一
本
松
に
下
る
坂
遣
で
、
加
到
…
vh
が
石
川

部
笈
細
川
村
に
設
け
た
非
人
小
患
に
通
ず
る
道
筋
で
あ

っ
た
。
放
に
御
小
屋
坂
と
名
づ
け
る
。

オ
コ
ヤ
マ
ツ
リ
御
小
屋
祭
河
北
郡
潟
明
新
村

は
、
務
の
鈴
民
を
牧
容
す
る
御
小
屋
に
府
た
者
を
務

し
て
開
拓
せ
し
め
た
村
で
あ
っ
た
が
、
村
民
等
一
括
侯

前
旧
綱
紀
の
恩
に
感
じ
、
そ
の
忌
日
五
且
九
日
に
祭

砲
や
守
行
う
た
。
世
に
こ
れ
を
御
小
屋
祭
と
い
号
た
。

オ
コ
リ
ノ
カ
芝
モ
リ

寵
紳
森
江
抑
制
官
塚
な

る
沼
田
揮
と
群
す
る
古
坊
の
南
に
あ
る
。
白
人
洗
米
と

花
と
を
鍔
げ
て
鰐
そ
治
す
る
こ
と
を
祈
っ
た
。
制
般

も
な
〈
祭
訓
も
不
訴
で
あ
る
が
、
艇
の
白
木
の
下
に

制
限
が
川
町
一
め
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
た
。

オ
サ
イ
マ
ツ
リ

御
腎
祭

臥
主
制
愉
鳥
川
頭
税

制
枇
で
、
今
八
且
品
川
三
日
・
品川四
日
に
執
行
す
る
部
品

霞
。
跡
輿
巡
幸
が
あ
り
、
指
針
で
は
柱
松
明
が
奨
か

れ
る
。
岡
地
住
吉
訓
枇
で
は

什
四
日
什
五
日
に
仔

p
t
'
1
‘
 

は
れ
、
大
野
祭
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
御
刷
川
時
間
も
同
じ

こ
と
で
あ
る
。

オ
サ
キ
サ
ン
ピ
ン
御
先
三
品
↓
サ
ン
ピ
y

一一
一ロ叩。オ
ザ
テ
ジ
モ
ン

御
作
事
門
江
戸
本
郷
邸
の
東

南
方
に
設
け
ら
れ
た
迎
用
門
の
名
群
。

オ
ザ
ク
ラ
御
製
江
泊
綿
杭
北
の
湯
山
に
在
る

二
掠
の
棚
田
は
、
続
岡
田
と
世
間
国
内
出
と
で
あ
る
が
、地
方
人

は
花
の
多
少
を
見
て
悶
凶
を
占
ひ
、
そ
の
木
を
館
ん

オ
コ
i
オ
シ

様
へ
接
召
出
、
能
州

-
授
有
之
節
十
六
援
に
引
引
制

J-

ふ
さ
ぎ
、
十
λ
援
に
而
路
東
八
王
寺
御
脚
之
刻
太
刀一

打
前
名
仕
云
k

。
』同
年
奥
力
前
山
平
右
衛
門
仰
緒
川
相

に、

『
矢
稲
山
野
左
衛
門
、
前
川
抗
郎
兵
衛
隙
・阿
節

防
守
山
附
・
同
修
理
隙
迄
三
代
務
公
品
川
、
知
行
叶
吋
h
一被

下
候
。
椛
陪
守
隙
時
代
、
能
州
抑
水
一
技
師
起
之
節

子
そ
ふ
さ
ぎ
巾
候
。
』
な
ど
、
あ
る
。

オ
シ
ミ
ヅ
オ
ホ

Z
シ

ョ

ウ

押
水
大
海

底

羽

咋

郡
に
あ
っ
て
、
開山
政
時
代
で
は
、
滞
川
・午
肖
・
瓜
生
・

上
河
合
・
下
M
A
n
-
大
刷
・
筑
打
・元
女
・
黒
川
・
川
町
響
・

翻
戸
町
・
中
沼
・
二
屋
・犯
凶
・
大
総
川
尻
・
森
本
夏

栗
・入
田
町
の
十
八
よ
制
札
7.
含
ん
で
mh
た。

オ
シ
ミ
ヅ
キ
h
F
J
シ
ョ
ウ
押
水
北
庄

沼
咋
怖

に
回
し
、
帝
政
時
代
で
は
、
米
出
・
門
前
・
河
原
・人寸

前
・
今
日
出
新
・
小
川
・袈
生
・
宿
・
竹
佐
野
育

m・
平
床

の
十
一
，
村
を
含
ん
で
尉
た
。
そ
の
内
今
部
新
は
天

保
十
四
年
今
国
山
か
ら
分
制
し
た
の
で
あ
る
。

オ
シ
Z
ヅ
ゴ
ウ
押
水
郷
滞
末
以
降
割
引
岡
山
巾

を
大
臥
分
す
る
に
用
ひ
ら
れ
た
四
郷
中
の
一
つ
で
あ

る
。
制
の
段
階
か
ら
今
回
山
町
也
に
計
る
四
十
三
村
を

ド

O

L

-叫オ
シ
ミ
ヅ
ザ
ン
ガ
ノ
シ
ョ
ウ
押
水
三
箇
庄

刑制

同
部
抑
水
大
お
庄
・抑
水
中
山
・抑
水
北
院
を
い
J
。

河
北
郡
高
松
村
光
専
寺
所
抑
制
七
月
抗
日
附
地
訓
山間五

郎
網
点
等
注
者
湾
総
妨
宛
紋
に
、
『
就
令
入
川
内
被
総

出
、
抑
水
=
?
ゲ
之
百
姓
被
湘
付
可
有
御
馳
走
之
同
令

読
者
候
。
』
と
あ
る
。

オ
シ
Z
ヅ
シ
ョ
ウ
押
水
産

務
政
時
代
の
羽
咋

制
抑
水
庄
は
、
押
水
大
俗
陀
・押
水
中
距
・抑
水
位
庄

の
=
一
つ
に
分
か
れ
て
民
た
。
し
か
し
一
宮
枇
縦
永
品
開

一
一
年
抗
月
十
五
日
三
宅
阪
市
の
裕
治
以
に
押
水
必
出

村
と
見
え
、
放
邸
二
年
=
一月

H
一=
臼
前
川
利
市
が
鈴

々
=
一
郎
太
夫
に
賜
は
っ
た
印
仰
に
押
水
庄
上
肌
村
居

一
で
鈎
慢
と
い
ひ
、
枯
伎
を
穴
に
焚
〈
こ
と
を
も
し
な
一
宮
地
獄
に
、
『
押
野
庄
内
大
乗
寺
市
町
並
悶
回
至
限
=
東

一
か
っ
た
。

一
山
主
凶
江
一
』
と
あ
る
。
文
自
慢
記
長
平
二
年
商
陪
城

オ
ザ
ヲ
お
さ
を

能
楽
市
市
茶
日
出
な
る
前
右
衛

一
攻
の
僚
に
、
向
指
苅
左
衛
門
家
忠
は
六
ケ
の
軍
兵
五

門
方
抱
へ
の
遊
女
。
文
久
二
年
六
月
四
m
日
そ
の
仙
人

一
千
除
入
荷
以
て
、
抑
叫
却
の
山
正
林
に
跡
青
山
刷
っ
た
と

小
校
町
番
目
町
屋
伊
兵
衛
と
相
川
町
四
や
途
げ
た
。

-
も
あ
る
。
抑
川
町
山
正
枇
の
宮
林
で
あ
る
。

オ
シ
イ
ン
キ
ヨ
得
隠
居

4
イ
y
キ
ヨ
限
問
。

一

オ
シ
ノ
シ
ョ
ウ
押
野
庄
石
川
制
に
あ
っ
た
。

オ
シ
タ
ガ
ハ

押
田
川

以
荒
川
山
巾
剣
山
か
ら

一
大
采
寺
山
融
点
和
-
一
年
四
月
十
六
日
抑
野
地
開
際
限
家

抗
出
L
、
臨
彼
領
で
取
に
秩
ぐ
。
統
山
町
六
粁
。

一
刊
の
宿
泊
紋
に
、『
加
賀
凶
行
川
叩
抑
川
町
山
相
掛
川
林
大

オ
シ
チ
チ
ユ
ウ
ヤ

御
七
実
夜
↓
ホ
ウ
オ
Y

コ
一
一米
寺
』
と
あ
白
、
そ
の
他
明
徳
以
降
足
利
抑
抵
の
中
前

ウ
報
腹
部
。

一
地
献
に
皆
大
梁
寺
山
V
抑
野
陀
内
と
し
て
ゐ
る
。
大
采

オ
シ
ノ
押
野

石

川

部
押
野
陀
に
印
刷
す
る
郎
務
。

一
寺
の
所
在
野
々
市
は
、
古
来
日
機
郷
で
あ
っ
た
が
、

越
資
質
三
州
志
故
城
考
に
、
『
抑
野
。
在
r
抑
旧
制
陀
抑

一
室
町
昨
代
に
抑
野
陀
に
入
り
、
戦
同
以
降
は
笛
樫
庄

野
村
4

古
館
法
荒
燐
O

世
間
模
刑
押
印
友
術
門
戸
免
許
此
地

一
に
図
し
た
の
で
あ
ら
号。

に
佐
し
、
抑
野
家
沓
と
群
す
。
倉
氏
必
の
緋
下
に
誠

一

オ
シ
ノ
シ
ョ
ウ
押
野
庄

石
川
榔
に
在
っ
て
、

し
、
武
市
首
の
畏
あ
り
一
古
々
。
長
五
千
一
一
年
に
は
山
本
悶

一
日
都
政
時
代
で
は
抑
制
時
・
八
日
山
・抑
野
三
村
そ
含
ん
で

正
・
高
鰭
新
左
衛
門
等
、
賊
米
そ
翠
ゐ
て
抑
川
町
に
跡

一
ゐ
た
。

せ
し
こ
と
、
悶
誇
担
等
に
見
ゆ
。
』
と
あ
り
、
父
加
越

一

オ
シ
ノ
ヤ
カ
h
F

押
野
館
石
川
抑
制
円
山
却
の
取
に

能
都
跡
絡
に
は
‘『
抑
旧
日
領
の
内
卜
.
笥
守
政
と
巾
所
あ

一
郎
跡
が
あ
る
。
石
川
訪
問
滋
犯
に
、
土
日
前
さ
一
回
丈

。
。
昔
上
宮
寺
此
既
に
m
H
被
巾
州
。
』
と
見
え
る
。

一
泊
、
間
耐
同
日
明
目
白
さ
一
一
=
一
十
歩
。
そ
の
北
百
除
歩
に

オ
シ
ノ
イ
へ
ヨ
シ
押
野
家
善
日
制
尚
一
弘
の
子

一
一品
峨
あ
っ
て
聞
き
J
l

除
歩
、
之
荷
釘
州
位
…
と
い
ふ
と

氏
都
内
寸
控
岨
そ
似
へ
、
町
家
の
一刻
家
抗
日
は
抑
町
に
と

あ

る

が
、
今
は
品
川
〈
製
川
と
な
っ
た
。
日
機
奈
川
か

。
、
時
人
之
を
抑
野
健
と
い
号
た
。

ー以
利
一

一年
間
月

一
抑
川
町
に
問
て
抑
野
山
町
と
い
は
れ
た
と
い
ふ
か
ら
、
そ

明
的
紫
哲
に
大
采
寺
山
町
街
地
し
た
紋
に
は
抑
川
町
地
問

一
円
以
刊
で
あ
っ
た
内
号
。

際
限
家
訪
日
と
あ
り
、
法
取
引
青
英
設
と
脱
す
る
。

一

オ
シ
ホ
グ
ラ
御
堅
持
加
引
税
の
拠
隠
を
政
す

オ
シ
ノ
ザ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
シ
ヤ
押
野
山
三
神
社

一
る
れ
山
山
中
'御間町山酬
と
い
ひ
、各
製
剛
山
地
に
之
そ
設
け
、

石
川
郡
押
野
に
在
っ
た
o
式
内
等
山
山
円
世
間
に
、『
抑
野

一
治
に
詩
人
青
む
い
て
民
現
せ
し
め
た
o
牧
納
及
び
協

山
王
制
一柱
。
押
野
庄
抑
野
村
銀
座
。
一
他
社
也
。
』
と
あ

一
出
の
時
に
は
、
小
代
官
及
び
醗
制
見
入
の
す
一曾
に
よ

る
。
包
L
今
押
野
に
あ
る
訓
祉
は
‘
明
治
問
十
二
年

一
ら
ざ
れ
ば
開
閉
す
る
こ
と
な
〈
、
鍛
は
関
取
締
役
の

色岡
県
産
興
耐
駐
を
前
水
駐
に
A
HH

併
し
て
、
一品川
γ
琵
熊

一
保
管
す
る
間
別
で
あ
っ
た
。

跡
祉
と
総
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
山
ヨ
榊
枇
で
は

一

オ
シ

Z
ヅ
イ
ツ
キ
押
水
一
祭

天
疋
イ
六
年
初

な
か
ら
号
。

一
川
地
抑
水
で
一
授
の
起
っ
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。

オ
シ
ノ
サ
ン
ノ
ウ
バ
ヤ
シ

押
野
山
王
林

大
来

一
覧
文
十

一
年
御

mmwvH句
m
m兵
衛
附
印
刷
版
に
、
『
母

寺
磁
点
和
二
年
凶
月
十
六
日
抑
野
地
山
川
桝
似
家
拐
の
方
組
V
A
K
坂
九
郎
兵
術
O

越
前
に
て
附
川
出
郎
兵
術


